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ニュース＆トピックス

At a Glance

2018年度2017年度 2018年度2017年度 2018年度2017年度 2018年度2017年度

20,848億円

21,202億円
1,963億円
2,213億円

1,831億円
2,117億円

1,410億円

2016年度 2016年度 2016年度 2016年度

17,069億円 1,484億円 1,368億円

892億円

1,510億円

決算に関する詳細情報は
当社ホームページでご確認いただけます。
アサヒグループHD 検 索

売上収益

7.1%増

事業利益※

※�事業利益とは、売上収益
から売上原価並びに販売
費及び一般管理費を控除
した恒常的な事業の業績
を測る利益指標

営業利益 親会社の所有者に
帰属する当期利益

15.6%増1.7%増

	 9月	11日 	気候変動に関する中長期目標「アサヒ カーボンゼロ」が	
「Science Based Targets（SBT）イニシアチブ」の承認を取得	
～2050年に温室効果ガス排出量ゼロを目指し、2030年に30％を削減する～	
（2015年基準）

	 9月	20日  社会的責任投資指標「ＤＪＳＩ」の構成銘柄に11年連続で採用
	10月	 9日  	ビール会社4社の東北6県における	

ビールパレット共同回収の先行展開を発表 P9 ご参照

	11月	15日  	世界最大級ワイン検索サイト「ワイン・サーチャー」2018年リテイラー・アワーズ	
「エノテカ・オンライン」が日本で唯一金賞受賞！
	参考：ワイン通販サイト「エノテカ・オンライン」 https://www.enoteca.co.jp/

	12月	 5日  新グループ理念“Asahi Group Philosophy”を制定

	12月	 6日  『アサヒ おいしい水 天然水 ラベルレスボトル』売上の一部を国連WFP協会
に寄付～子ども達の健全な成長を支援～ P9 ご参照

	12月	10日  	国産最軽量級※1のビール類350mlアルミ缶を共同開発
	環境に配慮したパッケージ開発で、ＣＯ2排出量を年間11,000t※2削減

	 1月	 8日 	東京2020オフィシャルビール『アサヒスーパードライ』から	
東京2020大会応援ラベルの商品を限定発売

	 1月	17日  『「カルピス」ブランド発売100周年活動』を発表 P11 ご参照

	 1月	23日  CDPが実施した調査においてアサヒグループが高評価 P10 ご参照

	 1月	25日  英国Fuller, Smith&Turner P.L.C.社のビール・サイダー事業取得の契約締結
	 2月	12日  『アサヒグループ環境ビジョン2050』を策定

	〜“ニュートラル＆プラス”の発想で自然の恵みを次世代につなぐ〜 P10 ご参照

12.7%増

※1	当社調査による（2018年12月現在） 
※2	缶の販売数量は2017年の実績に基づき、2020年に350ml缶を全数切り替え後と算出した場合の見込みです。

アサヒグループホールディングス

⃝	新たな成長ステージで、世界で共有する“Asahi Group Philosophy（ＡＧＰ）”を制定
⃝	ＡＧＰを具現化する『中期経営方針』を更新し、“グローカルな価値創造経営”を推進する

⃝	消費の多価値化、世界的なプレミアム市場の成長など多様な「機会とリスク」の拡大
⃝	コーポレートガバナンス・コードの改訂などに伴う、統合的情報開示と建設的な対話の深化

今後の外部環境

新グループ理念の制定と『中期経営方針』の更新

⃝	国内３事業の強いブランド基盤の拡大や計画を上回る	
収益構造改革による収益性の向上

⃝	欧州ビール事業の取得による成長基盤の飛躍的拡大と	
迅速な事業ポートフォリオの再構築

⃝	資産・資本効率の向上やＥＳＧの強化による主要指標の	
計画達成と企業価値の向上

過去３年間の
経営の総括
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売上収益
構成比 16.6% 5.2% 4.9%32.0%41.3%

（その他事業）

事業領域および収益構造

酒類事業 飲料事業 食品事業 国際事業

●ビール類では、後味の良さと冷涼感が特
長の『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』の
発売や欧州ブランド商品を展開したほか、
『クリアアサヒ プライムリッチ』をリニュー
アルするなど、ブランド力の更なる強化に
取り組みました。

●ビール類以外の酒類では、RTD※におい
て、『アサヒ贅沢搾り』を発売したことに加
え、洋酒において、『ブラックニッカ』を積極
的に展開するなど、主力ブランドの強化に
努めました。

●アルコールテイスト清涼飲料では、	
『アサヒ ドライゼロ』のリニューアルやペット
ボトル商品の『アサヒ ドライゼロスパーク』
を期間限定で発売するなど、新たな商品価
値を提案しました。

●『ウィルキンソン』ブランドでは、	
『ウィルキンソン タンサン ドライ』や機能
性表示食品『ウィルキンソン タンサン エク
ストラ』を発売するなど、市場における地位
の盤石化に取り組みました。

●『カルピス』ブランドでは、主力商品の強
化やブランド資産を活用した商品の積極的
な展開など、ブランド力の強化を図りました。

●『三ツ矢』ブランドでは、産地・品種指定
の国産果汁を使用した産地自治体との連
携を活かした『特産三ツ矢』シリーズの商
品展開を推進するなど、ブランド力の強化
に取り組みました。

●『ワンダ』ブランドでは、『ワンダ 極』	
シリーズのリニューアルや新商品の発売に
より、ブランド価値の向上を図りました。

●タブレット菓子では、『ミンティア』の新フ
レーバーの発売や営業活動の積極的な展
開により、ブランド力の強化を図りました。

●サプリメントでは、プロテインパウダー
『ディアナチュラアクティブ』を発売し、新た
な市場に参入するなど、展開領域の拡大に
取り組みました。

●ベビーフードでは、『グーグーキッチン』
の商品ラインアップを拡充し、シニア向け
商品では、『バランス献立』の新商品を発
売するなど、市場における存在感の向上に
取り組みました。

●フリーズドライ食品では、『いつものおみ
そ汁』や『Theうまみ』のラインアップを拡
充するなど、主力ブランドの価値向上を図
りました。

●欧州事業では、西欧において、イタリアの
『Peroni』やオランダの『Grolsch』を中心
に高付加価値商品の展開強化などにより、
プレミアム化を推進しました。中東欧にお
いては、チェコの『Pilsner Urquell』やポー
ランドの『Tyskie』など各国の主力ブラン
ドを中心に販売の強化を図りました。

●オセアニア事業では、『アサヒスーパード
ライ』や『Peroni Nastro Azzurro』など
プレミアムビールブランドの営業活動を積
極的に展開するなど、シナジー創出に向け
た取組みを強化しました。

●東南アジア事業では、『ワンダ』などの自
社ブランドの強化に努め、中国事業では、
『スーパードライ』に加え、欧州プレミアム
ビールを新たに展開するなど、市場におけ
る存在感の向上に取り組みました。

※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶
チューハイなどを指します。

酒類事業
9,194億円売上収益 △4.1%減

（前期比 △389億円）

1,170億円事業利益 △2.8%減
（前期比 △33億円）

食品事業
1,159億円売上収益 1.9%増

（前期比 ＋21億円）

122億円事業利益 4.9%増
（前期比 ＋5億円）

飲料事業
3,687億円売上収益 △1.5%減

（前期比 △57億円）

380億円事業利益

国際事業
7,132億円売上収益 12.0%増

（前期比 ＋762億円）

995億円事業利益 48.5%増
（前期比 ＋325億円）

△0.6%減
（前期比 △2億円）
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2018年は、国内のビール類市場が想定以上に縮
小するなど厳しい経営環境となりましたが、国内に
おける強いブランド基盤の拡大や収益構造改革の
推進に加えて、海外では、欧州ビール事業を中心に
プレミアム市場での成長基盤を拡大するなど、	
グループ全体で「稼ぐ力」を高めることができました。
事業別には、酒類事業では、ビール類の販売数量
が、市場全体の縮小や前年の販促強化の反動などに
より減少しましたが、RTD※を中心としたビール類以外
の強化や固定費全般の効率化などに取り組みました。
飲料事業では、『カルピス』や『ウィルキンソン』な

どのカテゴリートップブランドの売上拡大に加え、	
操業度向上などによるコストダウンを推進し、食品
事業では、『ミンティア』などの主力ブランドの集中
投資や原材料の低減などを図りました。
国際事業では、欧州のプレミアム化の推進に加え

2018年の総括

新グループ理念に基づき、
“グローカルな価値創造経営”  を推進します。

トップメッセージ

代表取締役社長 兼 CEO

※「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。
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当社は、2016年以降、欧州での大型Ｍ＆Ａや迅
速な事業ポートフォリオの再構築などにより、事業
利益における海外比率は40％近くに高まり、グルー
プ社員の半数以上が外国人となるなど、真のグロー
バル化に向けて必要な競争力と事業基盤が備わっ
てきました。このようにグループが新たな成長	
ステージに立ったことを踏まえ、世界中のグループ
社員をはじめとした全てのステークホルダーにとっ
て、より分かりやすく共感できる新グループ理念
“Asahi Group Philosophy”（AGP）を制定し、	
本年１月より施行しています。
AGPは、グループの使命やありたい姿に加え、受
け継がれてきた大切にする価値観とステークホル
ダーに対する行動指針・約束で構成されています。
今後はグループ経営の最上位概念として、各種	
ビジョンやポリシーに反映するとともに、国内外の	
グループ会社は、共通の理念に基づいた戦略を	
策定・実行していきます。
また、AGPの具現化に向けて『中期経営方針』を
発展的に更新しました。更新した『中期経営方針』
では、①「高付加価値化や収益構造改革による『稼
ぐ力の強化』」、②「新たな成長源泉の拡大に向けた

新たなグループ理念AGPの制定と
『中期経営方針』の更新新グループ理念に基づき、

“グローカルな価値創造経営”  を推進します。
て、昨年1月より欧州におけるアサヒグループ内で
の製造を開始した『アサヒスーパードライ』の販売を
強化するなどのシナジーの創出に取り組みました。
また、オセアニアや中国においても『アサヒスーパー
ドライ』に加えて、欧州ブランドの『ペローニ ナストロ
アズーロ』や『ピルスナーウルケル』などプレミアム
ビールブランドの積極的な展開に取り組みました。
その結果、2018年度の売上収益は、主にビール
類の販売数量が減少した酒類事業が減収となりま	
したが、中東欧のビール事業の新規連結効果を含む
国際事業の大幅な増収などにより、トータルでは、	
前期比1.7％増収の2兆1,202億円となりました。
また、事業利益は、主に酒類事業が減益となり	
ましたが、欧州事業が好調な国際事業の増益などに
より、同12.7％増益の2,213億円となり、親会社の
所有者に帰属する当期利益は、同7.1％増益の
1,510億円を達成することができました。

『経営資源の高度化』」、③「持続的な価値創造プロ
セスを支える『ＥＳＧへの取組み深化』」を重点課題に
設定し、ＡＧＰに基づく“グローカルな価値創造経営”
を推進していきます。
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（億円）

2017
＜IFRS＞

2015
＜日本基準＞

2018 2019（Ｅ）2016

事業利益 売上収益

1,351

18,574

1,484

17,069
2,213

21,202

2,300

21,530

1,963

20,848

欧州事業を中心としてキャッシュフロー創出力が	
高まったことに伴い、ガイドラインをさらに更新しま	
した。2019年以降の年平均のフリーキャッシュ	
フローについては、従来の1,400億円から1,700億
円以上に上方修正し、これを原資としたM＆Aなど
の成長投資や投資余力を高める債務削減を推進	
していきます。
また、株主還元については、2021年までに、配当
性向を現状の30％から35％に引き上げ安定的な	

増配に努めるとともに、将来的には40％を目指して
いく方針です。

2019年度は、新たな『中期経営方針』に基づい
て、国内外での高付加価値ブランドの育成やZBB
（ゼロベース予算）の導入などにより『稼ぐ力の強化』
に努めます。さらに、イノベーションの実現に向けた
無形資産（研究開発、人材力等）への投資などにより

2019年の見通し

『中期経営方針』の主要指標については、好調な
進捗を受けて2018年に更新したガイドラインを継
続しています。事業利益およびＥＰＳ（基本的1株当た
り利益）では、引き続き一桁台半ばから後半の成長
を目指すとともに、ＲＯＥ（親会社所有者帰属持分当
期利益率）については、特殊要因を除いたベースで
13％以上の水準を維持していきます。
一方で、財務・キャッシュフロー方針については、

『中期経営方針』のガイドライン

トップメッセージ

2018年以降のガイドライン（3年程度を想定）
売上収益 ●	主力事業の安定成長 － 事業再構築 ＋ 新規Ｍ＆Ａ

事業利益 ●	CAGR（年平均成長率）：一桁台半ば～後半

ＥＰＳ（調整後※） ●	CAGR（年平均成長率）：一桁台半ば～後半

ＲＯＥ（調整後※） ●	13％以上の水準の維持
※EPS・ROEは、事業ポートフォリオの再構築や為替変動など一時的な特殊要因を除くベース

主要指標の考え方・
ガイドライン

2019年以降のガイドライン
キャッシュフロー ●	フリーキャッシュフロー：年平均1,700億円以上

成長投資・ 
債務削減

●	Ｍ＆Ａなどの成長投資を優先しつつ、投資余力を高める債務削減を推進 
（Net debt/EBITDA：2021年末には2倍以下）

株主還元 ●	配当性向35％※（〜2021年）を目指した安定的な増配 
（将来的な配当性向は40%を目指す）

※算出する当期利益は、事業ポートフォリオの再構築や為替変動など一時的な特殊要因を除くベース

財務・
キャッシュフローの
ガイドライン
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EPS
ROE 調整後ROE

調整後EPS （円）

2017
＜IFRS＞

2015
＜日本基準＞

2018 2019（Ｅ）2016

166.3

8.8%

14.2%
15.2%

13.2%

194.8

307.8
262.2

329.8
329.0

13.9%

12.8%

331.8

13.7%11.0%

『経営資源の高度化』を図るとともに、アサヒ独自の
強みを活かす『ＥＳＧへの取組み深化』により、“グロー
カルな価値創造経営”を推進します。
事業別には、酒類事業において、中核ブランドで
ある『アサヒスーパードライ』『クリアアサヒ』の強化や
『アサヒ 極上＜キレ味＞』の発売など付加価値商品
の提案により、成長基盤の再構築を目指します。
飲料・食品事業においても、『三ツ矢』、『カルピス』
及び『ミンティア』など、主力ブランドを中心とした	

売上拡大や強みを活かした高付加価値ブランドの	
育成などにより、収益性をさらに高めていきます。
国際事業においては、引き続き、欧州のプレミア

ムビールの母国市場での展開強化に加えて、その他
の国にも『アサヒスーパードライ』を含むグローバル
ブランドを拡大展開するなど、プレミアム化を軸と	
した成長戦略を推進していきます。
こうした取組みにより、2019年の売上収益は、	
2兆1,530億円（前期比1.5％増）を目指します。事業
利益については、増収効果に加えて、調達体制の最
適化などのコストダウンを推進することにより2,300
億円（同3.9％増）を目指します。これにより、親会社
の所有者に帰属する当期利益では1,520億円（同
0.6％増）を達成し、過去最高益を目指していきます。
なお、1月に発表した英国 Fuller, Smith & Turner 
P.L.C.（フラーズ社）のビール・サイダー事業取得につ
いては、『ロンドン プライド』をはじめとする有力ブラ
ンドを獲得することで、英国におけるプレミアムビー
ル商品の充実や欧州の事業基盤を活用することに	
よるシナジーが期待できます。今後もこうした事業
基盤の強化を補完するボルトオン型のＭ＆Ａを推進
していくことにより、強い競争力を持つプレミアム
ビールメーカーとしての存在感を高めていきます。

アサヒグループは、真のグローバル化に向けた新
たな成長ステージに立ったことを踏まえ、世界中の	
グループ社員が一丸となって、AGPに基づく“グロー
カルな価値創造経営”を推進していきます。また	
『中期経営方針』の重点課題をエンゲージメント･	
アジェンダ（建設的な対話の議題）として、株主の皆様
をはじめとするステークホルダーとの対話に努め、具体
的な取組みを深化させていくことにより、持続的な成
長と中長期的な企業価値の向上を目指していきます。
株主の皆様におかれましては、成長を続けるアサヒ
グループに、引き続き中長期的な視点でのご支援を
よろしくお願いいたします。

株主の皆様へのメッセージ
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クオリティアップ
Q U A L I T Y  

U P

〈  担
当 者からのひとこと 〉

新商品
N E W

〈  担 当 者 からのひとこと 〉

「炭酸にこだわると、
お酒はうまくなる。」
超刺激系チューハイを、
是非お試しください。

アサヒビール（株）	
RTDマーケティング部

近藤 祐司

A L C O H O L I C  B E V E R A G E S

酒類事業

※1「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。　※2 従来品よりも炭酸ガス圧を約1割高めました。　
※3 ウォッカ、ジン、フルーツスピリッツの3種類の原酒を使用し、きりっとしたお酒の味わいがありながらも、クリアですっきりとした後味を実現した当社独自の製法です。

缶350mℓ／141円、缶500mℓ／191円
発売日 2019年3月5日

ＲＴＤ※1

ウィルキンソン・
ハードナイン

新商品
N E W

ワンダブランドから、「振るほどに泡立ち、なめらかなコー
ヒー」を提案する商品です。
「コーヒーを飲む」から「コーヒーを楽しむ」という新たな価値
の提案を行い、若年層ユーザーの獲得を図ります。ご期待く
ださい。

アサヒ飲料（株）
マーケティング1G

井田 裕典

PO I NT

「トリプルスピリッツ製法※3」
によるクリアな後味

無糖（糖類・甘味料不使用）
による全く甘くない味わい

“過去最高のガス圧”※2	
による強炭酸

振って泡まで楽しめるPETボトルコーヒー

POINT
振るほど、きめ細かくなめらかな泡が楽しめる

新商品紹介

〈 商品連絡先 〉アサヒビール株式会社 お客様相談室フリーダイヤル：0120‐011‐121 〈 商品連絡先 〉アサヒ飲料株式会社 お客様相談室フリーダイヤル：0120‐328‐124

缶250mℓ、350mℓ、缶500mℓ、
10L樽入、19L樽入／オープン価格
2月中旬製造分より順次切り換え

新ジャンル

クリアアサヒ

PO I NT

クリアアサヒならではの 
雑味のないクリアな後味

どんな食事にも合う、 
爽快な口当たり

192ものビール醸造 
技術を駆使した 
磨き抜いた“麦の味”

PET500mℓ／150円　
発売日 2019年4月9日

コーヒー

ワンダフル
ワンダ
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〈  担
当 者からのひとこと 〉

PET450mℓ／124円　
発売日 2019年4月9日

炭酸飲料

三ツ矢
レモネード

PO I NT

果皮まで丸ごとすり潰した
果汁を使用

人工甘味料不使用、 
1日分のビタミンC 

（100mg）配合※

甘さ控えめの大人向け
レモネード炭酸飲料

新商品
N E W

〈  担
当 者からのひとこと 〉

お客様からお問い合わせの多かった、大人用粉
ミルクを新発売します。全50種の成分を一度に
摂ることができ、カルシウム、たんぱく質を強化
していますので、栄養不足が気になる方は是非
お試しください！

アサヒグループ食品（株）
ベビー&ヘルスケアマーケティング部

古橋 直樹

140g／950円、300g／1,950円　発売日 2019年2月25日

健康食品

カラダ届くミルク

30粒／オープン価格　発売日 2019年4月8日

菓子

PO I NT

心地よい清涼感と 
本格的なフルーツの味わい

フリーズドライ果汁パウダー、 
ビタミンC配合

フルーツのおいしさを 
すっきりと楽しめる大粒タブレット

大人のための栄養サポートミルク！

PO I NT

ビタミン、ミネラル、アミノ酸など全50種の成分を配合

牛乳※の約3倍のカルシウム、約1.5倍のたんぱく質配合

S O F T  D R I N K S

飲料事業
F O O D

食品事業

新商品
N E W

新商品
N E W

※	日本食品標準成分表2015年版 普通牛乳※	栄養素等表示基準による

〈 商品連絡先 〉アサヒ飲料株式会社 お客様相談室フリーダイヤル：0120‐328‐124 〈 商品連絡先 〉アサヒグループ食品株式会社 お客様相談室フリーダイヤル（菓子、健康食品）：0120‐630‐611

ミンティアブリーズ
フレッシュグレープ／
フレッシュレモン
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アサヒビール㈱、キリンビール㈱、サッポロビール
㈱、サントリービール㈱は、トラック輸送のドライバー不
足等への対処を背景に、2018年11月より、東北6県
（青森県・秋田県・岩手県・山形県・宮城県・福島県）にお
いてビールパレット（以下、Ｐパレ）の共同回収の先行展
開を開始しました。
今回先行展開する共同回収では、対象の得意先のＰ

パレ回収をビール4社で分担し、得意先ごとに回収代
表社がビール4社分※1のＰパレを回収します。

ビール会社4社の東北6県における
ビールパレット共同回収の先行展開を発表

アサヒ飲料㈱は、総合オンラインストアAmazon.
co.jpにおいて、同社初のラベルレス商品となる	
『アサヒ おいしい水 天然水 ラベルレスボトル』を環
境負荷の低減に向けた廃棄物削減の一環として	
販売しています。当社では、ESGへの取組み強化の
一環として、2018年5月22日～ 2019年4月30日
の期間における本商品（PET1.9L×6本）の売上1本
につき2円を国連WFP協会に寄付します。
国連の食料支援機関であるWFPは、子どもの飢
餓や貧困をなくすと同時に教育機関を広げることを
目的として「学校給食プログラム」※1を実施していま
す。当社は本寄付にあたり、この「学校給食プログラ
ム」を個人および企業が支援する「レッドカップキャン
ペーン」※2に参加します。
寄付金額は学校給食に形を変え、貧困に苦しむ子

どもたちに必要な栄養と希望を届けます。当社は、
これからもサスティナビリティの向上を目指したESG
への取組みを強化していきます。

ご参考：東北6県におけるPパレ共同回収のスキーム

この取組みにより、回収車両の積載効率の向上、回
収距離の短縮やトラック台数の削減によるＣＯ2削減が
促進され、ビール4社合計で、年間のＣＯ2排出量が約
735ｔ（従来比で約56％）削減できると試算しており、
環境負荷低減とメーカー・得意先双方の業務負担軽減
を図ります。
今後も引き続き「競争と協調」の視点から既存の枠

組みを超えた協力体制を構築することで、さらなる持
続可能な社会への貢献を目指します。

『アサヒ おいしい水 天然水  
ラベルレスボトル』売上の
一部を国連WFP協会に寄付

ニュース & トピックス

※2	複数社と取引があり、且つ一定規模以上（Pパレ共同使用会加盟社計で年間1万枚目安）の得意先に限定
※3	ビール4社のうち1社が代表社として回収し、代表社以外は回収しない
※4	代表社がビール4社分を合算して、得意先からPパレの回収をおこなう

〈 製品出荷 〉 〈 パレット回収 〉

得意先※2

代表社※3
※4

※1 「学校給食プログラム」は途上国の子どもたちに無償で学校給食を提供するプロ
グラムです。60ヶ国で実施しており、世界中で1,830万人の子どもたちを支援し
ています。（2017年）

※2 「レッドカップキャンペーン」は2011年11月1日にスタートし、1人でも多くの飢えに
苦しむ子どもに学校給食を届けることを目的にしたキャンペーンです。給食を入れ
る容器として使っている「赤いカップ」のマークを目印に、学校給食支援に協力する
「寄付つき」商品を展開しています。これまでに32企業、団体が参加しています。

※1	ビール4社のグループである各飲料社分のPパレも回収対象に含みます。
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当社は、持続可能な社会への貢献を目指し、『アサヒグループ環境ビジョン2050』を策定しました。2050年	
までに、事業活動における環境負荷ゼロを目指すとともに、アサヒグループの独自技術や知見を生かした新たな
環境価値創出に挑みます。

『アサヒグループ環境ビジョン2050』を策定
“ニュートラル＆プラス”の発想で自然の恵みを次世代につなぐ

当社は、国際的な非営利団体CDPが実施した調
査において、“気候変動”および“ウォーターセキュリ
ティ”の2分野で最高評価となるＡリストに選定されま
した。
今回の結果は、アサヒグループが新たな気候変動

に関する目標「アサヒ カーボンゼロ（詳細は右に記
載）」を設定したことに加え、グリーン電力の利用や
省エネなどによる温室効果ガスの削減に取り組んだ
こと、データの第三者による検証などが評価された
ものと考えます。
今後も、水や農作物など「自然の恵み」の恩恵を受

けて事業活動を行う企業として、最高の品質を追求
し、期待を超えるおいしさを創造し続けるために、環
境負荷を低減させるだけでなく、環境へプラスとなる
ような循環を生み出すことを目指し、事業成長ととも
に持続可能な社会の実現に挑戦し続けます。

CDP※が実施した調査において
アサヒグループが高評価

※	CDPは、650以上の機関投資家（合計資産運用額87兆ドル）を代表し、企業に、環境
や天然資源に及ぼす影響を開示するよう、またその影響を軽減する対策を取るよう
働きかけている国際的な非営利団体です。 当社は、これからも「自然の恵み」を享受しながら事業を営む企業として、その「自然の恵み」を次世代に引き継ぐ

ことを目指していきます。

微生物活用技術などのアサヒの強みを生かした環境価値の創出
酵母や乳酸菌をはじめとする微生物活用や事業活動におけるイノベーションなど、独自技術による強みを生か
すことで、事業を通じて環境へプラスの価値を創出し、社会課題の解決を目指します。

「アサヒ カーボンゼロ」
気候変動に関する中長期目標を策定し、さらなる省エネ、グリーン電力など再生可能エネルギーの積極的な活用な
どバリューチェーン全体での取組みを進め、国内食品業界で初めてとなる2050年ＣＯ2排出量ゼロ（カーボンニュー
トラル）を目指します。まずは国内事業において、2030年ＣＯ2排出量30%削減（2015年比）に取り組んでいます。

持続可能な資源利用100％を目指す（農産物原料、容器包装、水）
農産物原料、容器包装および水は、私たちの事業にとって必要不可欠な原材料ですが、地球環境にとっても大切
な資源です。将来に渡って農産物原料を枯渇させることなく利用し続けるために、農産物原料における持続可能
な調達100％を目指します。また、容器包装については、これまで以上に軽量化を図るとともに、リサイクルPETボ
トルの導入・拡大やバイオ素材の活用など、環境に優しい容器の開発・導入に取り組みます。水資源については、
工場での水使用量のさらなる削減を進め、2025年までに国内ビール工場で使用する水の100%還元（ウォー
ターニュートラル）の実現を目指します。これまでFSC認証（森林認証）を取得し、持続可能な森林管理を続けてき
た社有林「アサヒの森」を中心に水涵養能力（森林が水を育み蓄える能力）の強化にも取り組んでいきます。
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ニュース & トピックス

日本初の乳酸菌飲料である「カルピス」は、1919年7月7日
に発売されました。生みの親である三

み
島
しま
海
かい
雲
うん
が、「日本の

人々に、健康で幸せになってほしい」という想いから開発した
「カルピス」は、①おいしいこと ②滋養になること ③安心感
があること ④経済的であること の4つの本質価値を守り
ながら、挑戦を続けてきました。また、その間、「カルピス」独
自の「発酵から生まれるおいしさや健康」を通して、「人が人
を想う、すこやかでかけがえのない時間や場所を大事にす
る」という、日本が大切にしてきた文化に寄り添い、時代や
世代を超えて、たくさんの方にご愛飲いただいてきました。

●● 「カルピス」100年の変遷

「カルピス」100年の歴史

当社は、2019年7月7日に発売から100周年を迎える「カルピス」ブランドについて、2019年1月から、
「人を想う記念日ACTION ！」 「発酵BLEND PROJECT」などを中心に、様々な新しい取り組みを100周年活動として順次スタートしてまいります。

『「カルピス」ブランド発売100周年活動』を発表

おいしいこと。
滋養になること。

安心感があること。
経済的であること。

1922

1964

国利民福の精神

「カルピス」ブランドが⼤切にしてきた「⼈と⼈との想いをつなぐ」という
価値を伝える活動です。⼈が⼈を想う、すこやかで、かけがえのない時間
や場所を、これからも未来につなげていきたいという想いから、大切な人
への想いを形にする象徴である“記念日”を応援していきます。「カルピス」
と縁の深い、ひなまつりと七⼣という⽇本の2つの記念⽇を⼤きな柱とし
て、TVCMや店頭施策、WEBやSNSなど様々な施策を展開します。

全国の希望する保育園・幼稚園全園に園児一人一杯分の「カルピス」をプレゼントする活
動を1963年から50年以上続けてきました。100周年となる本年は、社会全体で子ども
たちの成長を願う活動も展開していきます。

⼈を想う記念⽇ACTION ！

発酵⾷品である「カルピス」の魅⼒を更に広め発酵⽂
化を盛り上げていく活動です。昨年、愛知県（⼋丁味噌、
三河みりん）、沖縄県（もろみ酢）、滋賀（鮒ずしの飯）の3
か所で実施したこの活動を、100周年を機に取り組みを
全国に拡⼤します。⽇本には古来より知恵を活かした発
酵⾷品がたくさんありますが、「カルピス」がコラボレー
ションすることで、発酵⾷品の“おいしさと健康価値”を伝
えるとともに、地域社会活性化への貢献を⽬指します。

「『カルピス』発酵BLEND 
PROJECT」も取り組み強化

「“乳酸菌”や“発酵”のことをもっと知ってもらい、
⾝近に感じて欲しい」という思いのもと、乳酸菌・	
発酵をテーマに⼩学⽣向け出前授業を10年間
⾏ってきました。授業を受けた子どもたちも成⻑す
る中、未来の研究者となり得る⼈材の育成を⽬指
すプロジェクトとして、中⾼⽣のための学会「サイ	
エンスキャッスル2019」において、「アサヒ飲料社	
『カルピス』賞」を設けることを決定しました。

サイエンスキャッスルに
「『カルピス』賞」を設置

⼦どもたちをお祝いする
「カルピス」じゃぐち
イベント会場で子どもたちがじゃぐち
をひねるとお祝いの「カルピス」が出て
くるとともに、全国から集まったメッ
セージが届きます。

「カルピス」絵本の家プロジェクト
⼦どもたちの⼼豊かな成⻑を願い、「カルピ
ス」と絵本で地域と世代をつなぐプロジェク
トです。全国の絵本読み聞かせ団体をネット
ワーク化し、公共施設やイベントスペースを
利用し読み聞かせなどを行います。

©まえはらあきこ

絵本パッケージ
「カルピス」絵本の家プロジェクトの
デザインラベルを展開、商品を通じ
てその歴史とプロジェクトの認知向
上を図ります。

1953
1989

1995

1997

2009

1993
2012

2019~

1919

1973

1981

1991

第一弾は、「ひなまつり」！⼈を想う記念⽇ACTION ！

11 アサヒスーパーレポート 2019年春号



webアンケート集計結果のご報告
「アサヒスーパーレポート2018年秋号」でご案内したwebアン
ケートには、多くの株主の皆様からご回答をいただきました。
皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重な
ご意見を今後のIR活動やレポートの企画に反映してまいります。

⼦供にも読める内容を含め
てください。将来の株主に
なるきっかけとしたいと思
います。（男性／40代）

株主にとって「アサヒスーパー
レポート」は、詳細情報として
⽋かせないものと思って
います。（男性／70代）

他社でも情報はホームページで
⾒るように勧奨しているが、
やはり紙で届くと興味関⼼が
無い分野でも⽬を通すので
今後も紙での情報発信を
お願いしたい。（男性／50代）

株主の皆様とのコミュニケーション

3年～5年未満
5年～10年未満

10年以上

1年未満
1年～3年未満

4.9%
18.1%
16.0%

24.3%

当社株式保有期間をお知らせくださいQ1

500株～1,000株未満
1,000株～10,000株未満

10,000株以上

100株未満
100株～500株未満

7.6%

4.9%
1.4%

0.0%

あなたの株式保有数をお知らせくださいQ2

わかりにくい

わかりやすい
普通 39.6%

0.0%

「アサヒスーパーレポート」わかりやすさQ3

全く足りない

多すぎる
充分である

1.4%

1.4%

「アサヒスーパーレポート」情報量についてQ4

当期業績の見通し
財務情報

新商品紹介
ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の取組み

国内事業の特集
国際事業の特集

配当情報・株主優待について
株主の皆様とのコミュニケーション

トップメッセージ
長期ビジョン／中期経営方針

40.3%

34.0%
63.2%

22.9%
22.2%
22.9%

59.0%
20.8%

59.7%

「アサヒスーパーレポート」から得たい情報（複数回答可）Q5

株主の皆様からのご意見・ご要望を今後の株主通信
の参考とさせていただくため、webアンケートを実施
いたします。是非ご協力いただきますようお願いいた
します。
下記URLにアクセスいただき、アクセスナンバー入力
後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。
その他の方法については、下記「アクセス方法」をご確
認ください。所要時間は5分程度です。

株主様webアンケート
ご協力のお願い

● アンケートの実施期間 ●

「ネットでアンケート」は宝印刷株式会社が運営し、ご回答いただいた内容は宝印刷株
式会社が管理いたします。宝印刷株式会社についてはhttps://www.takara-print.
co.jp/をご参照ください。ご回答内容は統計資料としてのみ使⽤させていただきます。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※アンケートに関するお問い合わせ先：kabu@takara-print.co.jp
※�平⽇17時以降、ならびに土、日、祝日及び年末年始等の休業日中のお問い合わ
せに関しては翌営業日の回答になります。

ラベルレス！
よくぞやって頂きましたm(__)m
環境にも健康にもそして
業績にも頑張って
頂ければ幸いです。

（女性／50代）

メールから

enq@q.srdb.jpへ空メールをご送信いただき、自動返送
されるアンケート回答用のURLからアクセスいただきます。

パソコン・タブレットから

https://q.srdb.jp/ アクセスナンバー ：2502

QRコード読み取り機能のついたスマートフォン
または携帯電話をお使いの方は、左のQRコー
ドから直接アンケート画面へアクセスできます。

スマートフォン・携帯電話から

● アクセス方法 ●

2019年4月30日（火）まで

株主様からの

ご意見を紹介します
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株主の皆様とのコミュニケーション

2018年11月22日（木）、「アサヒビール株式会社 博多工場」にて第13回株主様工場
見学会を開催いたしました。多数のご応募のなかから、厳正な抽選により当選された
合計97名の株主様及び同伴者様にご参加いただき、好評のうちに終了いたしました。

2019年３月26日（火）に開催された当社第95回定時株主総会におきま
して、次のとおり報告並びに決議されました。

● 報告事項
第95期（2018年１月１日から2018年12月31日まで）事業報告、連結計算書
類及び計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監
査結果報告の件
本件は、上記の内容をご報告いたしました。

決議事項
〈会社提案（第１号議案から第７号議案まで）〉

● 第１号議案　剰余金処分の件
● 第２号議案　定款一部変更の件
● 第３号議案　取締役９名選任の件
● 第４号議案　監査役２名選任の件
● 第５号議案　取締役の報酬等の額改定の件
● 第６号議案　監査役の報酬等の額改定の件
● 第７号議案　取締役に対する株式報酬制度の改定の件
上記の各議案は、原案どおり承認可決されました。

〈株主提案（第８号議案）〉
● 第８号議案　監査役１名選任の件
本件は、否決されました。

◎�議案の詳細につきましては、当社ウェブサイトに掲載している 
「第95回定時株主総会招集ご通知」をご参照ください。 
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/shareholders_
guide/shareholders_meeting.html

以　上

次回の第14回株主様工場見学会については、
アサヒスーパーレポートの 2019年秋号 にてご案内を予定しております。

会社説明

第13回株主様工場見学会のご報告
第95回定時株主総会の決議ご通知

アサヒグループのニュースリリースやアサヒグループサイトの更新情報など、
Eメールでタイムリーにお届けします。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/supporter/mail/ から、ご登録可能です。
この機会に是非ご登録ください。

アサヒグループ IRニュースの配信について

試飲
・

質疑

見学

製品管理に対する従業員の方々の姿勢や
思い入れを聞くことができて、アサヒの

商品により愛着が湧きました。（60代・女性）

工場見学は想像していたよりも充実した内容でした。
関係者の方々に詳しく説明していただくことができた

ので、分かりやすかったです。（50代・女性）

説明会の後のスーパードライがこんなに
おいしいと思いませんでした。

大満足です。（40代・男性）
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Asahi Beer Oyamazaki Villa Museum Of Art
アサヒビール大山崎山荘美術館は、アサヒビール初代社長・山本爲三郎とも深い親交のあった、関西の実業家・加賀正
太郎氏が大正から昭和初期にかけ建設した「大山崎山荘」を創建当時の姿に修復し、安藤忠雄氏設計の新棟「地中の宝
石箱」などを加え、１９９６年４月に開館しました。
アサヒビール大山崎山荘美術館では、貴重な建築物や美しい庭園を後世に遺すとともに、美術館としての個性を生かし
た企画展示など、独自の文化発信を行っています。
こうした活動が、ご来館いただいたみなさまに喜びと潤いをお伝えできることを願ってやみません。

アサヒビール大山崎山荘美術館のご紹介

所 在 地 〒618-0071  
京都府乙訓郡大山崎町銭原5-3

開館時間 午前10時～午後5時 
※入館は午後4時30分まで

休 館 日

月曜日（祝日の場合は翌火曜日） 
臨時休館、年末年始 
休館日の詳細については、	
HPを確認ください。	
https://www.	
asahibeer-oyamazaki.com/	
annai/

お 問 い 
合 わ せ 075-957-3123（総合案内）

入 館 料

一般900円（団体：800円） 
高・大学生500円（団体：400円） 
中学生以下 無料 
障害者手帳をお持ちの方 300円

● 駐車場について
当館に駐車場はございません。
また、敷地内は車輌進入禁止です。お車、自動二輪車（バイク等）でお越しになる方は、最寄駅近辺のコインパーキング、町営駐輪場をご利用ください。

JR山崎駅JR山崎駅

妙喜庵

N

トンネル

美術館前（庭園トンネル前）停留所

至 河原町▷

駐輪場
離宮八幡宮

◁至 梅田
国道171号線

JR山崎駅前停留所

人道（近道）
阪急大山崎駅前停留所

阪急大山崎駅阪急大山崎駅

コインパーキング

コインパーキング コインパーキング

旧西国街道

大山崎

歴史資料館

踏切

● 無料送迎バス
阪急大山崎駅前～JR山崎駅前～当館の間で無料送迎バス（ご高齢の方優先）を運行しております。

電車でお越しのお客様へ

電車をご利用の場合（大阪方面から）
《JR・大阪駅から》JR京都線

山崎高槻大阪
京都神戸

新快速乗換

◎�大阪駅から京都方面・新快速で	
高槻駅まで約15分
◎�高槻駅から京都方面・普通電車（各駅停車）乗り
換えで約7分

《阪急・梅田駅、十三駅から》阪急京都線

大山崎高槻市梅田 十三
河原町

乗換

◎�梅田駅、十三駅から河原町方面・特急もしくは
快速急行で高槻市駅まで約20分
◎�高槻市駅から河原町方面・準急もしくは普通電車
（各駅停車）乗り換えで約10分

電車をご利用の場合（京都方面から）

《阪急・河原町から》阪急京都線

大山崎 長岡天神 河原町
梅田

乗換

◎�河原町駅から梅田方面・特急もしくは快速急行
で長岡天神駅まで約15分
◎�長岡天神駅から梅田方面・準急もしくは普通電車
（各駅停車）乗り換えで約5分

《JR・京都駅から》JR京都線

山崎 京都
山科大阪

◎�京都駅から大阪方面・普通電車（各駅停車）で	
約15分

〈 アクセス 〉
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※ 日本基準の科目名は、「売上収益」は「売上高」、「事業利益」は「営業利益」、「親会社の所有者に帰属する当期利益」は「当期純利益」、「親会社の所有者に帰属する持分」は「自己資本」となります。
※1 事業利益は、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標です。
※2 国際会計基準（IFRS）：EBITDA＝事業利益＋無形資産償却費＋減価償却費　日本基準：EBITDA＝営業利益＋のれん等償却費＋減価償却費

単位：億円 単位：億円 単位：%
日本基準 IFRS 増減率 

2018/20172014 2015 2015 2016 2017 2018

経営成績（会計年度）

売上収益 ¥17,854 ¥18,574 ¥16,895 ¥17,069 ¥20,848 ¥21,202 1.7

売上原価 10,734 11,005 11,028 10,981 12,953 13,032 0.6

販売費及び一般管理費 5,837 6,217 4,459 4,602 5,931 5,956 0.4

事業利益※1 1,283 1,351 1,406 1,484 1,963 2,213 12.7

親会社の所有者に帰属する当期利益 691 764 757 892 1,410 1,510 7.1

EBITDA※2 1,923 1,979 1,972 2,058 2,853 3,184 11.6

設備投資額 598 520 535 634 895 782 △12.6

減価償却費 445 466 508 510 698 750 7.5

研究開発費 107 103 103 95 116 123 6.0

財政状態（会計年度末）

総資産 ¥19,366 ¥19,015 ¥18,046 ¥20,943 ¥33,468 ¥30,793 △8.0

金融債務 4,347 4,149 4,144 5,703 12,619 10,273 △18.6

資本合計 8,965 8,918 8,036 8,461 11,527 11,496 △0.3

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー ¥1,467 ¥1,127 ¥1,164 ¥1,544 ¥2,317 ¥2,524 8.9

投資活動によるキャッシュ・フロー （921） （755） （770） （2,685） （8,858） 225 ー

財務活動によるキャッシュ・フロー （358） （730） （752） 1,195 6,618 （2,705） ー

現金及び現金同等物の期末残高 622 432 432 484 580 573 △1.2

1株当たり情報（円）

親会社の所有者に帰属する当期利益	 - 基本的 ¥148.92 ¥166.25 ¥164.82 ¥194.75 ¥307.78 ¥329.80 7.2

	 - 希薄化後 148.80 166.18 164.75 194.75 307.78 329.79 7.2

配当金 45.00 50.00 50.00 54.00 75.00 99.00 32.0

親会社所有者帰属持分 1,904.64 1,916.69 1,723.97 1,825.57 2,499.62 2,502.67 0.1

財務指標

事業利益率（%） 7.2 7.3 8.3 8.7 9.4 10.4

ROE（親会社所有者帰属持分当期利益率）（%） 8.1 8.8 9.7 11.0 14.2 13.2

ROA（資産合計税引前利益率）（%） 7.1 7.6 6.5 7.7 7.2 6.5

総資産回転率（倍） 0.96 0.97 0.93 0.88 0.77 0.66

親会社の所有者に帰属する持分比率（%） 45.5 46.2 43.7 39.9 34.2 37.2

Net Debt/EBITDA（倍） 1.92 1.85 1.86 2.52 4.22 3.05

連結業績および財務データ
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（億円）

2,000

3,000

4,000

1,000

※ 括弧内は対前年度比
現金及び

現金同等物に係る
為替変動による影響
△44（△65）

現金及び
現金同等物の
期末残高
573
（△7）

現金及び
現金同等物の
期首残高
580
（+95）

連結の範囲変更に伴う
現金及び現金同等物の

増減額
△7（△7）

財務活動による
キャッシュ・フロー
△2,705
（△9,323）

2,524
（+207）

営業活動による
キャッシュ・フロー

0

投資活動による
キャッシュ・フロー
225

（+9,083）

4,000

8,000

20,000

24,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年度比

売上収益
21,202
（+354）

親会社の
所有者に帰属
する当期利益
1,510
（+100）

売上原価
△13,032
（△78）

売上総利益
8,170
（+275）

事業利益
2,213
（+250）

その他の
営業収支
△96
（+35）

営業利益
2,117
（+285）

金融・持分法
による
投資損益
△35
（+5）

持分法で会計
処理されている
投資の売却益
△9

（△187）

法人所得税
費用
△563
（+17）

非支配持分
△1

（+20）

販売費及び
一般管理費
△5,956
（△25）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末2016年度末 （年度）2018年度末

14,593

6,350
20,943

8,124

33,468

25,343

7,145
30,793

23,647 非流動資産

流動資産

連結財政状態計算書 （各年度：12月31日現在）

資産合計 負債及び資本合計

連結損益計算書 （2018年1月1日～12月31日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2018年1月1日～12月31日）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末 2018年度末2016年度末 （年度）

8,461

8,195

4,286

20,943
10,521

11,419

33,468

11,527

9,395

9,900

30,793

11,496 資本

非流動負債

流動負債

ポイント

売上収益は、酒類事業と飲料事業が減収でしたが、主に国際事業の増収により、増収となりました。

事業利益は、主に酒類事業が減益でしたが、欧州が好調な国際事業の増益などにより、増益となりました。

親会社の所有者に帰属する当期利益は、中国の持分法適用会社の株式売却益がなくなったもの
の、営業利益の増益や法人所得税費用の減少などにより、増益となりました。

ポイント

営業CFは、減価償却費等の非キャッシュ項目による増加があり、収入となりました。

投資CFは、持分法で会計処理されている投資の売却収入などにより、収入となりました。

財務CFは、主に借入金の返済による金融債務の減少があり、支出となりました。

ポイント

資産は、事業売却に加え、円高や償却に伴う有形
固定資産・無形資産の減少などにより、減少となり
ました。

負債は、主に金融債務が減少したことにより、減少
となりました。

資本は、利益剰余金が増加したものの、円高に推
移したことによる為替換算調整勘定が減少したこ
となどにより、減少となりました。
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商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 1,825億3,119万4,085円

従業員数 28,055名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 2,002,198 41.4
■外国法人等 1,416,802 29.3
■その他の法人 529,117 10.9
■個人・その他 461,882 9.6
■自己名義株式 254,674 5.3
■証券会社 171,172 3.5
■政府・地方公共団体 10 0.0

発行済株式の総数 483,585,862株

株主数 110,585名 （前期末比12,486名増）

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 453,422 9.9
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 241,997 5.3
第一生命保険株式会社 160,000 3.5
富国生命保険相互会社 127,500 2.8
旭化成株式会社 117,853 2.6
株式会社三井住友銀行 90,280 2.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 82,485 1.8
三井住友信託銀行株式会社 71,260 1.6
STATE STREET BANK WEST CLIENT – TREATY 505234 68,452 1.5
JP MORGAN CHASE BANK 380055 65,409 1.4

合計 1,478,659 32.3
※当社は、自己株式254,674百株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。なお、自己株式（254,674百株）には、業績連
動型株式報酬制度の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社が保有する当社株式387百株は含めておりません。
※持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

■金融機関

■政府・地方
公共団体

■証券会社

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,177,109 45.0
■100万株以上 1,214,251 25.1
■10万株以上 829,009 17.2
■1万株以上 202,741 4.2
■1千株以上 272,401 5.6
■1百株以上 137,480 2.8
■1百株未満 2,866 0.1

会社概要

取締役会長 泉谷 直木

代表取締役社長 兼 CEO 小路 明善

常務取締役 兼 常務執行役員 勝木 敦志

取締役 兼 執行役員 辺見 裕	 朴 泰民	 谷村 圭造

社外取締役 小坂 達朗	 新貝 康司
クリスティーナ・アメージャン

常勤監査役 奥田 好秀	 角田 哲夫

社外監査役 斎藤 勝利	 早稲田 祐美子	 川上 豊

常務執行役員 北川 亮一

執行役員

福田 行孝	 神田 智正	 佐見 学
佐藤 郁夫	 知久 龍人	 西中 直子
河野 一馬	 﨑田 薫	 田中 晃
秋葉 哲	 爲定 一智	 野村 和彦
坂野 俊次郎	 石坂 修
ウエイン・アンガス

役員（2019年3月26日現在）

株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要 （2018年12月31日現在）
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❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の	
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
https://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

電話照会先
　　0120-782-031 オペレーター対応
（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
総務法務部門 株主様係
TEL：03-5608-5113
e-mail： kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
期末配当金のお支払いについて

第95期期末配当金は、第95回定時株主総会の決議により1株
当たり54円に決定されました。同封の「配当金領収証」により、お
近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局（銀行代	
理業者）にて、払渡しの期間内（2019年3月27日（水）から2019年	
5月7日（火）まで）にお受け取り願います。
また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入
金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。
なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受
け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

18アサヒスーパーレポート 2019年春号



IR Information

〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、
本誌に記載された意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証す
るものではなく、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいか
なる損害についても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

https://www.asahigroup-holdings.com/

※上記の商品は、100株以上500株未満の株主様へのご優待品となります。なお、商品の内容は変更となる場合がございます。

本年の株主優待案内チラシと
株主優待申込書は、
株主総会招集ご通知に同封し、
3月4日（月）に発送いたしました。
お申込み期限は4月1日（月）「当日消印
有効」となりますので、ご注意ください。
また、webでのお申込みもございますので、ご活用ください。

受付時間：	9：30～17：30（土・日・祝日を除く）
受付期間：	2019年3月4日（月）～2019年5月31日（金）まで
※電話が混み合ってつながりにくい場合は、しばらくしてからおかけ直しください。

アサヒグループホールディングス株式会社 
株主優待事務局
　　　0120-507-955フリー

ダイヤル

お申込みに関する
ご質問・ご不明点等は
こちらまで

当社は、株主の皆さまからのご支援にお応えするとともに、アサヒグループの商品を一層ご愛顧いただきたいとの想いから株主優待制度を実施しております。
本年につきましても、昨年末時点で100株以上500株未満保有の株主様には1,000円相当、500株以上1,000株未満保有の株主様には2,000円相当、
1,000株以上保有の株主様には3,000円相当の優待品をお送りいたします。本年の当社の株主優待をお楽しみください。

IRカレンダー

2月1月 9月3月 4月 5月 6月 7月 8月

決算発表

定時株主総会 期末配当金支払開始

第1四半期決算発表 第2四半期決算発表

中間配当金支払開始

酒類商品
詰め合わせ

清涼飲料水・ 
食品詰め合わせ

アサヒグループ 
環境基金 

「水の惑星」への
ご参加

東日本大震災 
復興支援活動へ 
の寄附

株主ひろば

株主様限定
プレミアムビール
世界有数の大麦産地として知られる
オーストラリアの基準で最高等級にランクされ、
粒の大きな大麦の麦芽のみを贅沢に使用した、
麦芽100％の生ビールです。

お酒 ストップ!20歳未満飲酒・飲酒運転。妊娠中や
授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与える
おそれがあります。ほどよく、楽しく、いいお酒。
のんだあとはリサイクル。

株主優待制度のご案内


